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人の行動を予測する装置

人の行動（外観から観察可能な動作、反応、行為のみな
らず精神状態も含む）を予測する装置

外観から観察可能な動作、反応、行為のみならず精神状態も含む人の行動を外乱
入力があった場合であっても高い精度で予測する。

本発明によれば、外部から予期せぬ外乱が入力された場合であっても、人の行動
予測を高精度に実施することができる。

非侵襲的に脳活動を計測する計測手
段としてのＥＥＧ、ＭＥＧ、ｆＭＲＩ、ＮＩＲＳ
などからの観測データをブレインキャッ
プから取得（Ｓ１１）して脳内電流源を
特定（Ｓ１２）し、確率モデルを設定（Ｓ
１３）してその確率モデルに含まれるパ
ラメータ及び分散を推定（Ｓ１４、Ｓ１５）
するとともに、そのパラメータが収束し
た時点（Ｓ１６：Ｙｅｓ）で新たにブレイン
キャップから得られる観測データを確
率モデルに入力してトータル確率を算
出（Ｓ１８）し、その算出したトータル確
率に基づいて行動の予測（Ｓ１９）を
行っている。


